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★北多摩東支部ＨＰを 
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★教育とくらしの情報を 

発信しています。 
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国
防
軍
の
創
設
？ 

安
倍
内
閣
が
誕
生
し
た
こ
と

で
、
自
民
党
が
昨
年
四
月
に
ま
と

め
た
改
憲
案
の
危
険
な
中
身
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

九
条
改
憲
の
最
大
の
問
題
は
、

交
戦
権
を
禁
止
し
た
第
２
項
を

削
除
し
て
、
海
外
で
戦
争
を
す
る

国
防
軍
の
創
設
で
す
。 

 

海
外
で
戦
争
？ 

 

ま
た
、
安
部
内
閣
は
政
府
見
解

で
「
許
さ
れ
な
い
」
と
し
て
き
た

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能

に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
が
攻
め
ら
れ
た
ら

日
本
が
そ
の
国
に
戦
争
を
し
か

け
る
と
い
う
の
が
「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
」
で
す
。
さ
ら
に
、
ア

メ
リ
カ
主
導
の
有
志
連
合
軍
に
日

本
の
「
国
防
軍
」
が
参
加
し
て
世

界
の
ど
こ
で
も
戦
争
で
き
る
憲
法

に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

戦
後
六
八
年
間
、
日
本
は
戦
争

を
し
な
い
で
、
自
衛
隊
は
一
人
の

人
も
殺
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
憲
法

九
条
は
、
日
本
が
侵
略
戦
争
の
過

ち
を
反
省
し
国
際
社
会
に
復
帰
で

き
た
原
点
で
す
。 

都
教
組
北
多
摩
東
支
部
は
、
九

条
を
守
る
運
動
を
今
年
の
一
番
の

課
題
に
し
て
い
ま
す
。 

自
民
党
改
憲
案 

第
二
章 

安
全
保
障 

 

第
九
条
・
・
前
項
の
規
定
は
自
衛
権

の
発
動
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。 

（
国
防
軍
） 

 

現
行
の
二
項
を
削
除 

第
九
条
の
二 

我
が
国
の
平
和
と
独

立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
を

最
高
指
揮
官
と
す
る
国
防
軍
を
保

持
す
る
。 

日
本
国
憲
法 

第
二
章 

戦
争
の
放
棄 

 

第
九
条 

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩

序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠

実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦

争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力

の
行
使
は
、国
際
紛
争
を
解
決
す
る

手
段
と
し
て
は
、永
久
に
こ
れ
を
放

棄
す
る
。 

 

② 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ

を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、

こ
れ
を
認
め
な
い
。 

 


